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注） 上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全財団では、
記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。 

事業種別 広域安全事業 

団 体 名 一般財団法人青少年問題研究会 

事 業 名 季刊誌「青少年問題」の刊行 

当財団は、公益財団法人 日工組社会安全財団の助成により、季刊誌『青少年

問題』第６５５号（第６1 巻夏季号、2014 年７月）、第６５６号（第６1 巻秋季

号、2014 年 10 月）、第６５７号（第６２巻新年号、2015 年１月）の編集・発行

事業を行った。 

 第６５５号の巻頭論文は藤本哲也「平成時代の刑事政策」、特集テーマは「更

生保護の現在」であり、生島 浩、小長井賀興、吉田研一郎、大場玲子、藤井淑

子執筆の５本の論文を掲載した。第６５６号の巻頭論文は村松 励「女子非行と

家族－二重危機構造モデルの視点から－」、特集テーマは「青少年と家族」であ

り、中村伸一、北島歩美、橋本和明、福丸由香、岡本吉生執筆の５本の論文を掲

載した。第６５７号の巻頭論文は岩瀬 徹「少年に対する医療観察法の適用につ

いて」(第６５７号)、特集テーマは「精神医療と少年司法」であり、丸山雅夫、

吉岡眞吾、桝屋二郎、高橋幸成執筆の４本の論文を掲載した。その他、連載の「現

場から見た青少年問題」等を掲載した。 

 毎号、豪華執筆者を揃え、分かりやすく内容の濃いことが『青少年問題』の誇

りである。 

 


